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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

平成22年度
第１四半期連結
累計期間

平成23年度
第１四半期連結
累計期間

平成22年度

(自　平成22年
４月１日

至　平成22年
６月30日)

(自　平成23年
４月１日

至　平成23年
６月30日)

(自　平成22年
４月１日

至　平成23年
３月31日)

経常収益 百万円 8,481 7,156 28,836

経常利益 百万円 2,561 689 3,597

四半期純利益 百万円 1,398 485 ──

当期純利益 百万円 ── ── 2,529

四半期包括利益 百万円 788 △229 ──

包括利益 百万円 ── ── 1,259

純資産額 百万円 64,859 64,084 64,544

総資産額 百万円 1,054,9991,041,5491,041,025

１株当たり四半期純利益

金額
円 23.13 8.03 ──

１株当たり当期純利益金

額
円 ── ── 41.85

潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額
円 ── ── ──

潜在株式調整後１株当た

り当期純利益金額
円 ── ── ──

自己資本比率 ％ 5.82 5.88 5.92

　（注）１．消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

２．１株当たり情報の算定上の基礎は、「第４　経理の状況」中、「１　四半期連結財務諸表」の「１株当たり情

報」に記載しております。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については潜在株式がないので記載しておりません。

４．平成22年度第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定に当たり、「包括利益の表示に関する会計基

準」（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当行グループ（当行及び当行の関係会社）が営む事業の内容については、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社についても、異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は前事業

年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　以下の記載における将来に関する事項は、当第１四半期連結会計期間の末日現在において当行グループ（当行及び

連結子会社）が判断したものであります。

　

(1）業績の状況

　日銀が３か月ごとにまとめている「地域経済報告」では、当第１四半期の日本経済は、東日本大震災の影響で寸断

された部品などのサプライチェーンの復旧が進み、生産などが持ち直しつつあることから、全国９地域のうち７地

域で景気判断を上方修正しました。当行の主たる営業基盤である北陸地域においても、部材調達難が和らぎ、広い業

種で復旧の関連需要を含めて生産が回復したのに加え新興国の成長を背景に輸出が好調に推移していることから

上方修正しました。

　しかし、原発再稼動問題を主因に電力供給の不安定さが懸念されるとともに、政策停滞によるリスクの増大もあい

まって、先行きの不透明感はぬぐいきれない状況となっています。

　このような金融経済環境のなかで、当行グループは適切な対応を図りながら、経営全般にわたる効率化、健全化に

努めました結果、当第１四半期連結累計期間の経常収益は71億56百万円、経常利益は６億89百万円、四半期純利益は

４億85百万円となりました。

　また、財政状態につきましては次の通りであります。

〔預金等〕

　譲渡性預金を含めた預金等につきましては、お客さまへのサービス向上を旨として営業基盤の拡充に努めまし

た結果、前連結会計年度末に比べ149億円増加し、当第１四半期連結会計期間末残高は9,306億円となりました。

〔貸出金〕

　個人向け住宅資金、地方公共団体並びに地元中堅・中小企業を中心とした資金需要に積極的にお応えしてまい

りました結果、前連結会計年度末に比べ４億円増加し、当第１四半期連結会計期間末残高は7,091億円となりまし

た。

〔有価証券〕

　資金の効率運用のため、国債や地方債等の引受けや購入する一方、金利上昇による損失を回避するため低レート

の国債等を売却した結果、前連結会計年度末に比べ411億円減少し、当第１四半期連結会計期間末残高は2,273億

円となりました。

　

　セグメントごとの業績は次のとおりであります。

〔銀行業〕

　経常収益は59億99百万円（前年同四半期連結累計期間比７億28百万円減少）、セグメント利益は６億87百万円

（同16億45百万円減少）となりました。

〔リース業〕

　経常収益は11億88百万円（前年同四半期連結累計期間比５億78百万円減少）、セグメント利益は62百万円（同

１億23百万円減少）となりました。

〔その他〕

　経常収益は１億28百万円（前年同四半期連結累計期間比12百万円減少）、セグメント損失は52百万円（前年同

四半期連結累計期間はセグメント利益51百万円）となりました。
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①　国内業務部門・国際業務部門別収支

　資金運用収支は43億９百万円、役務取引等収支は２億56百万円、その他業務収支は５億31百万円となり、その収

支合計は50億98百万円であります。

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計
金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

資金運用収支
前第１四半期連結累計期間 3,812 385 △3 4,201

当第１四半期連結累計期間 3,903 399 △6 4,309

うち資金運用収益

前第１四半期連結累計期間
(49)

4,448
441 67 4,773

当第１四半期連結累計期間
(35)

4,376
442 46 4,736

うち資金調達費用

前第１四半期連結累計期間 636
(49)

56
71 572

当第１四半期連結累計期間 473
(35)

42
53 426

役務取引等収支
前第１四半期連結累計期間 257 △1 ―― 255

当第１四半期連結累計期間 257 △0 ―― 256

うち役務取引等収益
前第１四半期連結累計期間 477 3 6 473

当第１四半期連結累計期間 481 4 7 478

うち役務取引等費用
前第１四半期連結累計期間 219 4 6 217

当第１四半期連結累計期間 223 4 7 221

その他業務収支
前第１四半期連結累計期間 482 1,012 132 1,362

当第１四半期連結累計期間 672 △9 131 531

うちその他業務収益
前第１四半期連結累計期間 2,019 1,012 176 2,856

当第１四半期連結累計期間 1,994 9 201 1,802

うちその他業務費用
前第１四半期連結累計期間 1,537 ―― 43 1,493

当第１四半期連結累計期間 1,321 18 69 1,270

　（注）１．国内業務部門とは当行及び連結子会社の円建取引、国際業務部門とは、当行及び連結子会社の外貨建取引であ

ります。ただし、円建対非居住者取引、特別国際金融取引勘定等は国際業務部門に含めております。

２．相殺消去額とは、連結会社間の内部取引等に係る消去額合計であります。

３．資金運用収益及び資金調達費用の上段の（　）内計数は、国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の利

息（内書き）であり、合計は控除して記載しております。
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②　国内業務部門・国際業務部門別役務取引の状況

　役務取引等収益は４億78百万円となり、役務取引等費用は２億21百万円となりました。

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計
金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

役務取引等収益
前第１四半期連結累計期間 477 3 6 473

当第１四半期連結累計期間 481 4 7 478

うち預金・貸出業務
前第１四半期連結累計期間 131 ―― 0 131

当第１四半期連結累計期間 127 ―― 0 126

うち為替業務
前第１四半期連結累計期間 176 3 ―― 179

当第１四半期連結累計期間 171 4 ―― 175

うち投資信託業務
前第１四半期連結累計期間 97 ―― ―― 97

当第１四半期連結累計期間 102 ―― ―― 102

うち証券関連業務
前第１四半期連結累計期間 3 ―― ―― 3

当第１四半期連結累計期間 6 ―― ―― 6

うち代理業務
前第１四半期連結累計期間 33 ―― ―― 33

当第１四半期連結累計期間 40 ―― ―― 40

うち保護預り・貸金

庫業務

前第１四半期連結累計期間 18 ―― ―― 18

当第１四半期連結累計期間 17 ―― ―― 17

うち保証業務
前第１四半期連結累計期間 16 0 6 10

当第１四半期連結累計期間 14 ―― 6 8

役務取引等費用
前第１四半期連結累計期間 219 4 6 217

当第１四半期連結累計期間 223 4 7 221

うち為替業務
前第１四半期連結累計期間 28 4 ―― 33

当第１四半期連結累計期間 28 4 ―― 33

　（注）１．国内業務部門とは当行及び連結子会社の円建取引、国際業務部門とは、当行及び連結子会社の外貨建取引であ

ります。

２．相殺消去額とは、連結会社間の内部取引等に係る消去額合計であります。
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③　国内業務部門・国際業務部門別預金残高の状況

○　預金の種類別残高（末残）

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計
金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

預金合計
前第１四半期連結会計期間 931,681 4,770 1,084 935,368

当第１四半期連結会計期間 925,807 5,064 242 930,628

うち流動性預金
前第１四半期連結会計期間 314,993── 1,084 313,908

当第１四半期連結会計期間 329,063── 242 328,820

うち定期性預金
前第１四半期連結会計期間 607,800── ── 607,800

当第１四半期連結会計期間 588,578── ── 588,578

うちその他
前第１四半期連結会計期間 8,888 4,770 ── 13,658

当第１四半期連結会計期間 8,165 5,064 ── 13,229

譲渡性預金
前第１四半期連結会計期間 ── ── ── ──

当第１四半期連結会計期間 ── ── ── ──

総合計
前第１四半期連結会計期間 931,681 4,770 1,084 935,368

当第１四半期連結会計期間 925,807 5,064 242 930,628

　（注）１．流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金

２．定期性預金＝定期預金＋定期積金

３．相殺消去額とは、連結会社間の内部取引等に係る消去額合計であります。
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④　国内・海外別貸出金残高の状況

○　業種別貸出状況（残高・構成比）

業種別
平成22年６月30日 平成23年６月30日

貸出金残高
(百万円)

構成比
（％）

貸出金残高
(百万円)

構成比
（％）

国内（除く特別国際金融取引勘定分） 698,344 100.00 709,101 100.00

製造業 102,072 14.62 98,360 13.87

農業、林業 2,713 0.39 2,667 0.38

漁業 ── ── ── ──

鉱業、採石業、砂利採取業 1,738 0.25 1,523 0.21

建設業 41,775 5.98 41,131 5.80

電気・ガス・熱供給・水道業 6,920 0.99 8,903 1.26

情報通信業 11,581 1.66 10,889 1.54

運輸業、郵便業 17,479 2.50 16,434 2.32

卸売業 42,559 6.09 39,538 5.58

小売業 33,736 4.83 31,639 4.46

金融業、保険業 27,672 3.96 37,462 5.28

不動産業 31,670 4.54 33,270 4.69

物品賃貸業 7,471 1.07 6,452 0.91

学術研究、専門・技術サービス業 9,211 1.32 9,015 1.27

宿泊業 8,840 1.27 8,947 1.26

飲食業 3,777 0.54 3,829 0.54

生活関連サービス業、娯楽業 6,750 0.97 6,280 0.89

教育、学習支援業 1,419 0.20 1,642 0.23

医療・福祉 23,461 3.36 24,824 3.50

その他のサービス 11,606 1.66 10,635 1.50

地方公共団体 126,288 18.08 135,721 19.14

その他 179,594 25.72 179,933 25.37

特別国際金融取引勘定分 ── ── ── ──

政府等 ── ── ── ──

金融機関 ── ── ── ──

その他 ── ── ── ──

合計 698,344 ── 709,101 ──

　（注）　「国内」とは、当行及び連結子会社であります。「海外」は該当ありません。

　

　

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はありません。

(3）研究開発活動

該当ありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 180,000,000

計 180,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 60,809,700 同左 該当ありません 単元株式数　1,000株

計 60,809,700 同左 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
－ 60,809 － 8,000,000 － 5,430,781

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社　富山第一銀行(E03646)

四半期報告書

 8/22



（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」について、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ―― ―― ――

議決権制限株式（自己株式等） ―― ―― ――

議決権制限株式（その他） ―― ―― ――

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 　373,000 ―― ――

完全議決権株式（その他） 普通株式　59,186,000 59,186 ――

単元未満株式 普通株式 　1,250,700 ―― ――

発行済株式総数 60,809,700 ―― ――

総株主の議決権 ―― 59,186 ――

　

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社富山第一銀行
富山市総曲輪二丁目２番

８号
373,000 　 373,000 0.61

計 ―― 373,000 　 373,000 0.61

　

EDINET提出書類

株式会社　富山第一銀行(E03646)

四半期報告書

 9/22



２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】
１．当行の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しておりますが、資産及び負債の分類並びに収益及び費用の分類は、「銀行法施行規則」

（昭和57年大蔵省令第10号）に準拠しております。

　

２．当行は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（自平成23年４月１日　至平

成23年６月30日）及び第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人の四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

現金預け金 12,510 12,903

コールローン及び買入手形 22,249 63,145

商品有価証券 198 217

金銭の信託 800 800

有価証券 ※2
 268,509

※2
 227,347

貸出金 ※1
 708,650

※1
 709,101

外国為替 852 540

リース債権及びリース投資資産 9,088 8,910

その他資産 6,852 6,931

有形固定資産 9,301 9,267

無形固定資産 321 319

繰延税金資産 6,825 7,229

支払承諾見返 4,065 4,016

貸倒引当金 △9,202 △9,183

資産の部合計 1,041,025 1,041,549

負債の部

預金 911,535 930,628

譲渡性預金 4,188 －

コールマネー及び売渡手形 25,200 5,121

借用金 22,401 27,017

外国為替 0 1

その他負債 4,543 6,168

役員賞与引当金 26 6

退職給付引当金 3,107 3,095

睡眠預金払戻損失引当金 66 52

偶発損失引当金 78 86

再評価に係る繰延税金負債 1,269 1,269

支払承諾 4,065 4,016

負債の部合計 976,481 977,465
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

資本金 8,000 8,000

資本剰余金 5,433 5,433

利益剰余金 49,496 49,755

自己株式 △266 △269

株主資本合計 62,663 62,920

その他有価証券評価差額金 △2,435 △3,071

土地再評価差額金 1,459 1,459

その他の包括利益累計額合計 △976 △1,612

少数株主持分 2,857 2,776

純資産の部合計 64,544 64,084

負債及び純資産の部合計 1,041,025 1,041,549
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

経常収益 8,481 7,156

資金運用収益 4,773 4,736

（うち貸出金利息） 3,158 3,097

（うち有価証券利息配当金） 1,601 1,625

役務取引等収益 473 478

その他業務収益 2,856 1,802

その他経常収益 377 ※1
 139

経常費用 5,920 6,466

資金調達費用 572 426

（うち預金利息） 492 340

役務取引等費用 217 221

その他業務費用 1,493 1,270

営業経費 3,037 2,981

その他経常費用 ※2
 599

※2
 1,566

経常利益 2,561 689

特別利益 34 －

償却債権取立益 34 －

特別損失 154 0

固定資産処分損 1 0

減損損失 46 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 107 －

税金等調整前四半期純利益 2,440 689

法人税、住民税及び事業税 834 151

法人税等調整額 43 69

法人税等合計 878 220

少数株主損益調整前四半期純利益 1,562 468

少数株主利益又は少数株主損失（△） 164 △17

四半期純利益 1,398 485
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,562 468

その他の包括利益 △774 △698

その他有価証券評価差額金 △774 △698

四半期包括利益 788 △229

親会社株主に係る四半期包括利益 566 △150

少数株主に係る四半期包括利益 222 △79
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【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正から、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号平成21年12月４日）を適用しております。

　なお、「金融商品会計に関する実務指針」（日本公認会計士協会会計制度委員会報告第14号）に基づき、当第１四半期

連結累計期間の「貸倒引当金戻入益」及び「償却債権取立益」は、「その他経常収益」に計上しておりますが、前第１四

半期連結累計期間については遡及処理を行っておりません。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

※１．貸出金のうち、リスク管理債権は以下のとおりであ

ります。

※１．貸出金のうち、リスク管理債権は以下のとおりであ

ります。

破綻先債権額 1,442百万円

延滞債権額 15,827百万円

３ヵ月以上延滞債権額 58百万円

貸出条件緩和債権額 1,596百万円

破綻先債権額 1,713百万円

延滞債権額 15,647百万円

３ヵ月以上延滞債権額 85百万円

貸出条件緩和債権額 1,605百万円

　なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であり

ます。

　なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であり

ます。

※２．「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金

融商品取引法第２条第３項）による社債に対する保証

債務の額は7,071百万円であります。

※２．「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金

融商品取引法第２条第３項）による社債に対する保証

債務の額は6,803百万円であります。

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

― ※１．その他経常収益には、貸倒引当金戻入益19百万円及

び償却債権取立益78百万円を含んでおります。

※２．その他経常費用には、貸倒引当金繰入額551百万円を

含んでおります。

※２．その他経常費用には、株式等売却損1,467百万円を含

んでおります。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

　　　減価償却費　　152百万円 　　　減価償却費　　174百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

1．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 226 3.75平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

1．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 226 3.75平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

　
報告セグメント

その他 合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額銀行業 リース業 計

経常収益 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客に対する経

常収益
6,649 1,702 8,351 130 8,481 ── 8,481

セグメント間の内部

経常収益
77 65 142 11 153 △153 ──

計 6,727 1,767 8,494 141 8,635 △153 8,481

セグメント利益 2,332 186 2,518 51 2,570 △8 2,561

　（注）１．一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。

２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレジットカード業務及び信

用保証業務等を含んでおります。

３．セグメント利益の調整額△８百万円は、セグメント間取引消去であります。

４．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

　
報告セグメント

その他 合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額銀行業 リース業 計

経常収益 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客に対する経

常収益
5,938 1,100 7,039 117 7,156 ── 7,156

セグメント間の内部

経常収益
60 87 148 11 160 △160 ──

計 5,999 1,188 7,187 128 7,316 △160 7,156

セグメント利益又は損

失（△）
687 62 750 △52 697 △7 689

　（注）１．一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。

２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレジットカード業務等及び

金銭の貸付等の業務を含んでおります。

３．セグメント利益の調整額△７百万円は、セグメント間取引消去であります。

４．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

EDINET提出書類

株式会社　富山第一銀行(E03646)

四半期報告書

18/22



（有価証券関係）

Ⅰ　前連結会計年度

　

　１．その他有価証券（平成23年３月31日現在）

　

 取得原価（百万円）
連結貸借対照表計上額

（百万円）　
差額（百万円）

株式 34,092 31,861 △2,231

債券 109,859 110,800 940

国債 54,841 54,958 117

地方債 24,072 24,378 306

社債 30,945 31,463 517

その他 78,906 76,507 △2,398

合計 222,859 219,169 △3,689

　

Ⅱ　当第１四半期連結会計期間

　

※１．企業集団の事業の運営において重要なものであり、前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認められるもの

は、次のとおりであります。

１．その他有価証券（平成23年６月30日現在）

　

 取得原価（百万円）
四半期連結貸借対照表計上額

（百万円）　
差額（百万円）

株式 32,250 27,943 △4,306

債券 70,939 72,508 1,568

国債 24,525 25,081 555

地方債 15,708 16,135 427

社債 30,705 31,290 585

その他 78,677 76,554 △2,122

合計 181,866 177,006 △4,860

　

（注）その他有価証券のうち、当該有価証券の時価が取得原価に比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復す

る見込みがあると認められないものについては、当該時価をもって四半期連結貸借対照表価額とするとともに、評価

差額を当第１四半期連結累計期間の損失として処理（以下「減損処理」という。）しております。

　当第１四半期連結累計期間における減損処理額は77百万円（うち、株式77百万円）であります。

　また、時価が「著しく下落した」と判断するための基準は、期末日における時価の簿価に対する下落率が30％以上の

銘柄について減損処理の対象とし、下落率が50％以上は、一律減損処理しております。また、下落率が30％以上50％未

満の銘柄については、格付等を考慮した所定の基準に基づき減損処理しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 円 23.13 8.03

（算定上の基礎）             

四半期純利益 百万円 1,398 485

普通株主に帰属しない金額 百万円 ― ―

普通株式に係る四半期純利益 百万円 1,398 485

普通株式の期中平均株式数 千株 60,452 60,433

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないので記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

  平成23年８月12日

株式会社富山第一銀行   

 取締役会　御中  

 新日本有限責任監査法人  

 
指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士 西川　正房　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 橋上　徹　　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 安田　康宏　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社富山第一銀

行の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成

23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社富山第一銀行及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当行が別途保管

しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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